
事 業 評 価 表

作成日：平成21年05月08日事業CD. 0102106 - 20020

事 業 名 パートナーシップ推進事業

細事業名 大学等連携協力事業

関連法令・条例等

事業分類： (Ｂ) ソフト事業

事 業 運 営 方 法 直 営 一 部 委 託 全 部 委 託 補 助 等

委 託 先

民間 外郭団体 ＮＰＯ 教育機関 自治会・地縁団体

その他 （
）

（平成 年度迄）

所 管 部 署 名 等

美 山 支 所

地 域 総 務 課

井上　操担当：442

京 都 府 南 丹 市

政策体系CD：

新規事業 時限事業

事業区分

（平成20年度実施事業）

【 事 業 の 概 要 】

①施策で目指す目標との関連付け

　大学との連携により、発展的な新たなまちづくりを考える機会を作る。

②事業を実施する必要性

　大学と地域住民組織、美山支所との連携による「産官学公連携協議会」を設立し、地域課題

の解決に向けた協働の取り組みを積極的に行っており、大学（学生）によりデータ収集など大

学の特性を活かした活動ができている。

　学生の受入れにより、地域住民との交流を深め、また地域行事への学生の参画

【 前年度の評価を受けて改善した点等 】

　行政だけでなく大学等第三者機関と市民の連携により、行政主導から協働によるまちづくり

を推進した。

　また、地域内のイベントに学生の協力をお願いしたり、団体や集落が行う研修会等には大学の

先生を講師に迎えるなど、地域づくりの助言をもらった。

【 事  業  費  の  推  移 】

【 主 な 支 出 の 内 訳 】

佛教大学連携会議費　     　12,170円

美山フォーラム開催経費　　470,010円
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決 算 額 ま た は 計 画 額

う ち 一 般 職 、 嘱 託 職、 臨時 職

給 与 お よ び 共 済 費 等

財

源

内

訳

使 用 料 ・ 手 数 料 等

国 ・ 府 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源

職 員 等 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

【 近隣市町村の取り組み状況 】

【 所 属 長 総 括 評 価 】

①事業執行にあたり議論を重ねた点

　地域づくりのために、どう具体的に連携を図っていくのか議論した。

②当該事業のアピール事項

 　少子化により地域に同年代がいない今日、学生の若い力と発想で地域の元気が再生される。

③反省点、今後の展開・方向性等

 　提案、提言のあった地域づくりを具現化していくための財源確保。

単位 平18決算 平19決算 平20決算 平21予算 平22計画
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活動日または時期

●南丹市美山支所・美山まちづくり委員会・佛教大学の三

者からなる美山産官学公連携協議会を設立し、美山の課

題である「定住促進」「特産品開発」「景観・環境保全」「モ

デルフォレスト推進」の各プロジェクトで課題解決に向けて

の取り組みを行っている。

新入生歓迎事業：

学生１８３名受入　地域４施設見学

フィールドワーク：

春・秋　学生１４６名受入

地域協力施設・団体・個人：延べ６

０人（箇所）

インターンシップ：

学生２名受入　　事業費：

新入生歓迎事業：　　　４

月２６日

フィールドワーク：　　　　６

月　４クラス　６日間　11

月　４クラス　８日間　イン

ターンシップ：　　　　８月

～９月　１０日間

開催：２月１５日 参加者：

地域住民（南丹市全域から参加者

あり）　約３００名

事業費：

●新入生歓迎行事

平成２０年度の社会教育学部公共政策学科新入生の研修

行事。南丹市・美山町の概要等について研修。美山町内

施設見学。

●春・秋のフィールドワーク実習

学生が４年間に美山町をフィールドとして学習、研修の場と

して訪れる。美山町内の各施設、研修目的により、聞き取

り調査及び体験を通し美山の生活実態、観光、福祉、環

境、コミュニティビジネスなどについて学び、地域住民との

交流を深めている。聞き取り調査等のデータについては教

材として活用される以外に、美山のまちづくりについての

データとしても活用されている。

●インターンシップ生受入

社会人として働くための知識・経験を積むために、実際の

職場において体験をする学生を受け入れている。２０年度

においては美山支所の内勤業務（事務補助）以外に、地域

振興会主催の地域の催し等の業務などの内容で受け入れ

た。

パートナーシップ推進事業

活動結果

井上　　操

●美山フォーラムの開催

平成２０年度　第３回目となるフォーラムの開催

南丹市・美山まちづくり委員会・佛教大学の共催で開催。

「美山の魅力と可能性Ⅲ」～新しい風をおこす、むらの元気

をつくる～と題し、早稲田大学の宮口としみち教授の基調

講演、美山町域で新しく活動（企業）をおこし活躍されてい

る若者５人から報告を受ける形のパネルディスカッションを

実施した。

年間を通じ、協議会、各

プロジェクトを開催。　協

議会・各プロジェクトの開

催日数：３０回

事　業　活　動　記　録

事業ＣＤ．

政策体系ＣＤ

活動内容

大学等連携協力事業

美山地域総務課

102106-20020


